
大草谷津田いきものの里自然観察会

虫さん 花さん もう起きた？

相吉達夫（松戸市）

日 時：2026年 3月 15日（日）10:30～12:00  天候：晴れ

参加者：23名（大人13名 子ども10名）

担当指導員：山下・相吉・木下（写真）、参加指導員：岡田

朝から晴れて観察会日和の中スタートしました。指導員の挨拶の後、最初の観察ポイントで

あるタンポポがこの時間には開花していないので、食物連鎖を題材にした紙芝居「自然のひみ

つ」を山下さんが披露しました。

いよいよ出発です。道中、まずはタンポポの説明をして一輪を一つずつ分けてもらい、いく

つの小さい花が集まってできているかを体験してもらった。一同盛り上がっていました。そし

て、あらかじめ葉っぱの絵を描いたしおり（片面は白紙）に草花をこすりつけて色付けしても

らい みんなで見比べ、カップレンズにもそれぞれ採取した生き物を入れて見せ合いました。子

どもたちが夢中で作業する姿が微笑ましかったです。田んぼに向かう途中、刈込をした葦原を

歩きながらカブトムシの幼虫やシュレーゲルアオガエルを子どもたちが見つけ観察し、田んぼ

に着くと各家族が散らばりニホンアカガエルのオタマジャクシ、シオカラトンボのヤゴを観察

していました。みんなが夢中で生き物を探してくれて、なかなか前に進めません。嬉しい誤算

でした。

そして、今朝採取した生き物たちを見てもらいました。子どもたち同様に親御さんも感動し

て写真を撮る光景を見て、大変でしたけど採った甲斐がありました。

最後に今日の感想を聞き無事に観察会は終了しました。

・参加者の感想

「草花でしおりに色付けして楽しかった」、「シュレーゲルアオガエルを採って吸盤が見れ

た」、「タンポポをばらしたのは初めてだったので面白かった」、「いろいろな生き物に会えて

良かった」、「孫と一緒に遊んで童心に帰れた」等々

・観察した生き物

ニホンアカガエルの卵のう、アズマヒキガエルの卵のう（山下さん持参）、シュレーゲルアオ

ガエル、ドジョウ、タニシ、カワニナ、イタドリハムシ、コガタルリハムシ、ツチイナゴ、ヒ

シバッタ、ナナホシテントウ、ルリタテハ、キタテハ、テングチョウ、シオカラトンボのヤ

ゴ、オオイヌノフグリ、ホトケノザ、ヒメオドリコソウ、タネツケバナ、ジロボウエンゴサ

ク、カントウタンポポ、セイヨウタンポポ、タチツボスミレ

紙芝居にみんな釘付け。     タンポポってどうなってるのかな？      しおりに色をぬったよ。
         タンポポって、どうなっているかな


